




要約:初年度は、現行の乳幼児集団健診に用いられている診察・診断用器材の種類について

調査を行い、不統一と簡易性や客観性についての問題点を指摘した。2年度、3年度は、1)

身体計測、2)発達評価、3)形態異常、4)機能的異常、5)生化学的異常等を検出するための

機器を改良または試作し、それぞれの有用性を検討した。同時に、保健所等で実施する時

に留意すべき室内環境についても検討を加えた。以上の検討により、1)頭囲等計測器具の

改良の工夫、2)聴覚、視運動、注意等の評価のための器具の標準化および環境の整備、3)

運動や心理発達評価のための面積や床などの整備が望まれること、4)将来はより大型な診

断機器の導入も工夫すべきことを指摘した。 


